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※調査項目一覧については、企画提案書Ｐ２を

ご参照ください。
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平成22年度の老年人口の割合が32.6％と全国
（23.0％）、京都府（23.4％）を大きく上回ってい
ます。

1　和束町の人口の現状分析
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1　和束町の人口の現状分析

Ｓ40 Ｓ45 Ｓ50 Ｓ55 Ｓ60 Ｈ2 Ｈ7 Ｈ12 Ｈ17 Ｈ22 Ｈ27

人口 6,566 6,316 6,244 6,290 6,333 6,079 5,921 5,457 4,998 4,482 4,030

世帯数 1,476 1,483 1,495 1,525 1,549 1,543 1,595 1,571 1,554 1,509 1,516
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総人口は昭和６０年以降減少している。



1　和束町の人口の現状分析
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1　和束町の人口の現状分析
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転出が多い年齢層

2005 2010 2005 2010

1　和束町の人口の現状分析

精華町や木津川市と比較すると、男女共に15歳
～34歳の若者・子育て年齢層の転出が多くなっ
ています。
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母の年齢階級別出生率

近隣市町村では、精華町や木津川市の出生率が高く、和束町の25歳
～34歳の母親の出生率が低くなっています。和束町の合計特殊出生
率は1.18と低く、木津川市の1.54と比較すると0.36の差が生じています。
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1　和束町の人口の現状分析
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1　和束町の人口の現状分析
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基幹産業である農業（茶業）を含む第1次産業の
従事者が24.5%で、国（4.2%）、京都府（4.5%）
に比べて圧倒的に多くの割合を占めています。
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1　和束町の人口の現状分析
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農業、林業従事者の割合
が圧倒的に多く、特化係数
は男女ともに6.4となってい
ます。他に建設業（男女）、
製造業（女）、運輸業（男）、
生活関連サービス業、娯楽
業（女）、複合サービス業
（男女）、公務（男女）で特
化係数が1.0を超えていま
す。
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1　和束町の人口の現状分析

特化係数が最も高く、従事
者数も最も多い農業、林業
では、60歳以上が6割近く
を占めており、高齢化が進
んでいるため、今後就業者
数が減少していく可能性が
あります。

製造業、卸売業、小売業で
は年齢構成のバランスがよ
く、幅広い年齢層の雇用の
受け皿となっています。
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2　将来の人口推計と分析

505 390 325 249 204 175 152 132 110 90 73 60

3,035

2,629

2,145
1,811

1,583
1,363 1,208 1,017 865 736 619 509

714

709

811

831

619
480

399
369

363
302

263
238

744

753

811

853

979
1,012

922
814

674
611

545
487

4,998

4,482

4,092

3,744

3,386

3,030

2,680
2,332

2,012
1,738

1,500
1,294

29.2%

32.6%

39.7%

45.0%
47.2% 49.2%

49.3%
50.7%

51.5% 52.5% 53.9%
56.1%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

2005
(H17)

2010
(H22)

2015
(H27)

2020
(H32)

2025
(H37)

2030
(H42)

2035
(H47)

2040
(H52)

2045
（Ｈ57）

2050
（Ｈ62）

2055
（Ｈ67）

2060
（Ｈ72）

０歳～１４歳 １５～６４歳 ６５～７４歳 ７５歳以上 高齢化率

人 実績←→社人研推計

社人研推計（国勢調査ベース）によると
2060年には総人口1,294人、高齢化率
56.1％となり、年少人口は60人に減少
すると見込まれています。
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2　将来の人口推計と分析
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2　将来の人口推計と分析
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2　将来の人口推計と分析

2060年（平成72年）
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2　将来の人口推計と分析

出生・死亡・移動について、一定の仮定を設定した以下の4つの推計方式を用い
て将来人口を推計しました。

≪移動に関する仮定≫≪出生・死亡に関する仮定≫≪推計方式≫

2005年～2010年の人口
動向を勘案し、将来人口
を推計

全国の移動総数が縮小せずに
2035年～2040年まで概ね同
水準で推移すると仮定

（現状ベース）

（Ⅰと同様）

2005年～2010年の純移動率が
2015年～2020年までに定率で0.5
倍縮小し、その後はその値で推移す
ると仮定
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2　将来の人口推計と分析

≪移動に関する仮定≫≪出生・死亡に関する仮定≫≪推計方式≫

合計特殊出生率が現状の
1.18（Ｈ２０～Ｈ２４の
ベイズ推定値）から2030
年までに人口置換水準
（2.1）まで上昇すると仮
定

（Ⅱと同様）

（Ⅲと同様）
純移動率が2030年までにゼロ
（均衡）で推移すると仮定
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2　将来の人口推計と分析

純移動率をゼロとする仮定が人口の将
来推計に大きく影響している
⇒人口移動の均衡を図ることが必要

※2010年国勢調査人口は4,482人ですが、年齢不
詳等の関係で社人研推計では4,481人としています。
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2,617人

1,848人

1,294人
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⇒Ⅲ
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ＲＥＳＡＳ（地域経済分析システム）データによる分析

２０２５年以降、老年人口が生産年齢人
口を若干上回ると推計されます。



ＲＥＳＡＳ（地域経済分析システム）データによる分析

合計特殊出生率は１．２前後と低い水準
で推移しています。



ＲＥＳＡＳ（地域経済分析システム）データによる分析

１５～６４歳の年齢層で転出が超過して
います。



ＲＥＳＡＳ（地域経済分析システム）データによる分析

特に、１５～１９歳から２５～２９歳の年齢層が
５年後に減少しています。



ＲＥＳＡＳ（地域経済分析システム）データによる分析

流動人口が多いのは大阪市、京都市、宇治市、
奈良市。この圏域からの入込を誘導する。

和束町

※出典：株式会社Ａｇoop
メッシュ型流動人口データは、スマホ
アプリから得られた位置情報より生
成したポイント型流動人口データに、
総人口換算係数を乗じる等の推計処
理を施したデータコンテンツ



ＲＥＳＡＳ（地域経済分析システム）データによる分析

滞在人口の９５％を
府内が占め、木津川
市５００人、京都市３０
０人などとなっている。

※滞在人口とは市町村単位で滞留時間が
　２時間以上の人口。
※出典：株式会社Ａｇoop



ＲＥＳＡＳ（地域経済分析システム）データによる分析

４月や９月の休日の滞在人口は
８０００人近い。



ＲＥＳＡＳ（地域経済分析システム）データによる分析

従業者数は木津川市、精華町に
多い。



ＲＥＳＡＳ（地域経済分析システム）データによる分析

労働生産性とは、一般に従業員
一人当たりの付加価値額を言い、
付加価値額を従業員数で除した
もの。
ここでは企業単位で示されている。



ＲＥＳＡＳ（地域経済分析システム）データによる分析

農業における労働生産性は近隣
地域のなかでは高い。


